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今年度の研究成果を、「軍法務官研究序説~軍と司法のインターフェイスへの接近~J (r政経論叢』
第81巻第3・4号 (2013年3月刊))としてまとめた。その要旨を以下、記載することで今年度の研究
実施状況報告に代えることとする。
戦前日本には軍法会議という特別裁判所が存在した。軍法会議法の下では、その法廷は通常4人の
武官と 1人の文官からなる 5人の裁判官で構成された。この文官は司法官試補の資格をもっ法律の専
門家であり、軍法務官と称された。このいわば軍と司法のインターフェイスに位置した存在を概括的
に考察しよういうのが、本拙稿の目的である。
そこでは、まず軍法務官の研究史を押さえた上で、経験者やその家族の「肉声」を手がかりになじ
みの薄い軍法務官についてのイメージを把握しようと努めた。一言で表現すれば、それは軍における
「継子的存在」であった。次にそうした軍法務官を法制的に根拠づけていた法律・勅令に従って、軍法
会議における彼らの権能やその終身官としての身分保障、任用資格、定員などを明らかにした。軍法
務官には法務官試補が任用され、法務官試補になるためには司法官試補の資格が求められた。すなわ
ち、高等試験司法科試験に合格することが必須であった。軍法務官の定員は陸軍が80人程度、海軍が
30人程度であった。
もちろん軍法務官も時代と無関係ではありえない。実は、当時議論されていた陪審制が、軍法務官
新設をめぐる帝国議会での質疑で引き合いに出された。武官裁判官は「常識者」ではないから、文官
裁判官を入れるとの答弁もなされたのである。提案者側の政府委員はこの法廷構成とした理由とし
て、「一番進歩シタ制度Jであること、および新たな訴訟手続きは専門法官が欠かせないことの2点を
挙げた。ところが、太平洋戦争開戦後は軍法会議も「統帥の要求」に即応せよとの声が高まり、軍法
務官も武官となった。その結果、司法の独立を象徴していた終身官という彼らの特権は廃止された。
この改正案審議においては、身分保障がはずされた法務官に対する、審理における「外界ノ圧迫」の
懸念も問われた。だが、政府委員は無根拠に「断ジテナイ」と精神論で返すのみであった。帝国議会
会議録に依りながら、こうした経緯を論じた。
最後に、鶴的な軍法務官の「正体」を確定する個別具体的な研究が、今後の課題として提示された。
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